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樽化後「復活」した個体
結　果 
（収縮比の平均） 
　濡れろ紙区　2.5、「乾燥機」1.1、「放置区」1.5であった。 
　復活したものは「濡れろ紙区」１個体（＊＊比3.8）のみであった。 
　ヨコヅナクマムシの仲間は、ほぼ全てのものが復活。比は2.5～6.2の範囲、平
均3.4。 
（復活個体の樽化＊＊と復活） 
　復活個体を樽化・復活を４回繰り返す。それぞれの収縮比は3.6～5.6の範囲で平
均4.4であった。
まとめ 
　クマムシの肢は体液循環器として進化したと考えられる。 
　樽化は収縮比が３以上必要と言える。 
　クリプトビオシスには筋収縮が大きく関係していると考えられる。
収縮のモデル
体が７割近く縮む樽化はどのような仕組みがあ
るのか、モデルを考えてみた。 
　ペットボトルを上からつぶしても大きさは変
わらないが、縦方向に順につぶしていくと小さ
くなる（収縮が大きい）。このことから、樽化
には単に体から水分が抜けて縮むのではなく、
体内水分を偏りなくバランス良く排出していく
機構が存在していることを示している。それを
つかさどるのが肢の伸縮運動であると推測して
いる。
樽化するには、体内の水分をうまく排出し乾燥させる機構があるのではないかと
いう仮説を立て乾燥実験をおこなった。その結果、再生する樽には一定の収縮比
があり意図的な筋肉の収縮が必要であることがわかった。
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